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役場本館屋上の防水対策を施工する箇所

新調する屋台下

６  

月  

定  

例  

会

第
２
回
定
例
会
は
６
月
13
か
ら
20
日
ま
で
、
８
日
間
の
会
期

で
開
催
し
た
。

今
定
例
会
に
は
報
告
６
件
、
同
意
１
件
、
諮
問
１
件
、
議
案

７
件
が
提
案
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と

お
り
可
決
し
た
。

問　

財
産
管
理
費
の
維
持
修

繕
費
３
０
２
万
６
千
円
の
説

明
を
。

総
務
政
策
課
長　

役
場
庁
舎

本
館
の
屋
上
で
、
一
部
シ
ー

ト
防
水
で
施
工
し
て
い
た
が
、

春
の
嵐
等
で
シ
ー
ト
が
剥
離

し
た
。

今
回
そ
れ
を
撤
去
、
ア
ク

リ
ル
ゴ
ム
系
の
塗
膜
防
水
を

お
こ
な
う
予
算
で
あ
る
。

。

—

主
な
内
容—

一
般
会
計
補
正
予
算

に
ど
う
い
っ
た
シ
ス
テ
ム
の

委
託
料
か
。

住
民
福
祉
課
長　

平
成
27
年

度
か
ら
の
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度
施
行
に
向
け
、

新
た
な
給
付
制
度
の
創
設
に

合
わ
せ
た
、
保
育
の
必
要
性

の
認
定
や
、
施
設
・
事
業
者

の
確
認
、
施
設
間
の
利
用
調

整
、
国
と
の
情
報
連
携
な
ど
、

新
た
な
事
務
処
理
を
お
こ
な

う
た
め
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
お
こ
な
う
も
の
で
あ

る
。

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
補
助
金
の
詳
細
は
。

総
務
政
策
課
長　

祭
り
の
関

係
で
、
荊
木
地
区
は
獅
子
舞

の
覆
い
赤
ち
り
め
ん
一
式
、

の
ぼ
り
６
張
、
は
ん
て
ん
50

枚
、
堤
灯
６
張
で
事
業
費

３
２
７
万
６
千
円
で
、
補
助

金
は
２
５
０
万
円
で
あ
る
。

谷
口
地
区
は
、
屋
台
の
下

の
台
の
新
調
で
、
事
業
費
２

４
７
万
円
で
、
補
助
金
は
２

４
０
万
円
で
あ
る
。

問　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
シ
ス
テ
ム
委
託
料
５

１
８
万
４
千
円
は
、
具
体
的

庁
舎
本
館
の
屋
上
防
水
等
の
維
持
修
繕
費

３
０
２
万
６
千
円
、
社
会
保
障
・
税
番
号
制

度
導
入
に
か
か
る
シ
ス
テ
ム
整
備
電
算
処
理

委
託
料
３
４
７
万
４
千
円
、
老
人
憩
の
家
の

解
体
撤
去
工
事
費
７
９
９
万
２
千
円
、
荊
木

区
・
谷
口
区
の
祭
り
の
用
具
整
備
に
対
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
事
業
補
助
金
４
９
０

万
円
、
消
防
団
員
３
名
退
職
報
償
金
２
５
４

万
７
千
円
、
方
杭
・
小
杭
地
区
に
お
け
る
避

難
路
整
備
工
事
３
９
６
万
５
千
円
な
ど
。
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取り壊される老人憩の家（比井地内）

—

主
な
内
容—

有
収
率
が
低
下
傾
向

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
水

道
管
の
漏
水
調
査
委
託

料
で
６
５
０
万
円
の
増

額
、
人
件
費
で
47
万
１

千
円
の
減
額
な
ど
。

平
成
24
年
度
に
実
施
し
た
耐
震
診
断
の
結
果
、
及

び
津
波
浸
水
区
域
内
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
地
区

住
民
の
方
々
と
検
討
を
重
ね
て
き
た
。

今
回
、
地
元
区
の
同
意
を
得
、
地
区
住
民
の
安
全

を
図
る
た
め
取
り
壊
す
こ
と
か
ら
、
関
係
す
る
条
例

の
廃
止
、
改
正
を
お
こ
な
う
も
の
。

問　

漏
水
調
査
は
、
町
内
全

域
と
い
う
こ
と
か
。

上
下
水
道
課
長　

流
量
計
等

も
設
置
し
て
、
あ
る
程
度
範

囲
を
狭
め
な
が
ら
や
っ
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

基
本
的
に
は
町
内
全
域
だ

が
、
水
位
計
や
ポ
ン
プ
の
運

転
状
況
を
み
な
が
ら
、
漏
水

が
あ
ま
り
な
い
と
思
わ
れ
る

地
区
は
省
い
て
い
き
た
い
。

松
本
町
長
所
信
表
明
（
抜
粋
）

こ
の
度
皆
様
の
力
強
い
ご
支
援
を
受
け
町
政
を
担
わ
さ

せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
と
と
も
に
笑
顔
で

健
康
に
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

公
約
は
災
害
時
の
避
難
場
所
を
兼
ね
備
え
た
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
１
日
楽
し
く
過
ご
せ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

広
場
の
建
設
、
高
等
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化

等
、
こ
れ
ら
の
実
現
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

問　

取
り
壊
す
こ
と
は
仕
方

な
い
と
考
え
る
。
し
か
し
、

事
後
処
理
に
つ
い
て
の
十
分

な
措
置
が
採
ら
れ
て
い
な
い

か
ら
反
対
し
て
い
る
。

町
長　

地
域
の
安
全
を
守
る

た
め
に
、
建
物
の
取
り
壊
し

の
予
算
を
計
上
し
た
が
、
ご

利
用
い
た
だ
い
た
関
係
者
の

皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を

お
掛
け
す
る
こ
と
に
な
り
、

改
め
て
お
詫
び
を
申
し
上
げ

る
。今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
関
係
者
と
町
と
が
協

力
し
な
が
ら
十
分
考
え
て
い

き
た
い
。

問　

地
域
の
理
解
が
十
分
に

得
ら
れ
て
い
な
い
と
感
じ
る
。

老
人
憩
の
家
に
代
わ
る
施

設
は
確
保
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長　

比
井
小
学
校
の
講
堂

や
体
育
館
２
階
ホ
ー
ル
を
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
の
他
の
点
に
つ
い
て
は

今
後
協
議
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

問　

教
育
委
員
会
は
、
公
民

館
分
館
が
廃
止
で
良
い
と
い

う
考
え
な
の
か
。

教
育
長　

廃
止
は
仕
方
が
な

い
と
捉
え
て
い
る
。

問　

今
の
建
物
は
取
り
壊
す

が
、
こ
う
い
う
施
設
が
必
要

な
ら
、
条
例
を
廃
止
す
る
必

要
は
な
い
と
思
う
が
。

教
育
長　

建
物
が
な
く
な

り
、
分
館
と
し
て
機
能
で
き

な
い
の
で
、
条
例
が
必
要
で

な
く
な
っ
た
と
捉
え
る
。

問　

廃
止
に
よ
っ
て
、
予
算

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

住
民
福
祉
課
長　

80
万
円
ぐ

ら
い
の
減
額
と
な
る
と
思
う
。

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
推
薦
し
た
い
と
諮
問
が
あ
り
、

全
員
一
致
で
適
任
と
認
め
た
。

山本　源昭　氏鵜上　桂子　氏

水
道
事
業
会
計

補
正
予
算

日
高
町
老
人
憩
の
家

　

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
廃
止
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議
会
の
新
し
い
構
成

5
月
30
日
に
開
催
し
た
臨
時
会

で
、
組
合
議
会
議
員
の
選
出
、
各

委
員
会
の
正
副
委
員
長
の
交
代
、

欠
員
の
補
充
に
つ
い
て
の
報
告
な

ど
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

組
合
議
会
議
員
の
選
出

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

清
水　

正
巳

日
高
病
院
経
営
事
務
組
合

楠　

新
一

欠
員
の
補
充

議
会
運
営
委
員
会

井
垣　

弥

清
水　

正
巳

新
議
員
の
所
属
委
員
会

総
務
福
祉
常
任
委
員
会

田
坂　

義
則

産
業
教
育
常
任
委
員
会

芝　

充
彦

議
会
広
報
特
別
委
員
会

芝　

充
彦

正
副
委
員
長
の
交
代

総
務
福
祉
常
任
委
員
会

副
委
員
長　

榮　

茂
美

産
業
教
育
常
任
委
員
会

委
員
長　
　

天
満　

滋
明

副
委
員
長　

井
垣　

弥

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　
　

井
垣　

弥

副
委
員
長　

西
岡　

佳
奈
子

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
等
に
よ
り
賦
課

限
度
額
の
引
き
上
げ
と
、
５
割
軽
減
、
２
割
軽
減

の
対
象
と
な
る
世
帯
を
拡
大
す
る
も
の
。
（
専
決

処
分
）

保
険
給
付
費
の
伸
び
等
に
よ
り
、
不
足
す
る
財

源
を
確
保
す
る
た
め
税
率
を
改
め
る
も
の
。

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
原
付
、
軽
四

輪
自
動
車
、
軽
四
輪
貨
物
自
動
車
等
の
税
率
引

き
上
げ
、
法
人
住
民
税
等
の
改
正
を
お
こ
な
う

も
の
。

（
専
決
処
分
）

日
高
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正

日
高
町
税
条
例

の
一
部
を
改
正

来年度取得分から軽自動車税が引上げられる

国民健康保険税引き上げ

原付・軽四輪自動車税引き上げ
来年４月以降

項目
後期高齢者支援金分 介護納付金

改正前の
税率・金額

改正後の
税率・金額

改正前の
税率・金額

改正後の
税率・金額

所得割額 １.９８％ ２.１５％ １.７４％ ２.２０％

資産割額 ７.７５％ ８.５０％ ７.９０％ １０.４０％

均等割額 ７,３００円 ８,０００円 ８,６００円 １０,８００円

平等割額 ６,１００円 ６,６００円 ４,８００円 ５,９００円

賦課限度額 １４万円 １６万円 １２万円 １４万円
＊基礎課税分（医療給付費分）は据え置き。

＊上記表は一部であり、示した以外にも営業用、三輪、
　農耕作業用など改正された。

平成２７年４月１日以降に新規取得される新車から適用

平成２８年度分以降の税について重課を適用
１３年を経過した軽自動車税について適用

平成２７年度分以降の税について適用

現行の税額 改正後の税額

軽四輪自動車（自家用） ７, ２００円 １０, ８００円

軽四輪貨物自動車（ 〃 ） ４, ０００円 ５, ０００円

軽四輪自動車（自家用） １２，９００円

軽四輪貨物自動車（ 〃 ） ６，０００円

現行の税額 改正後の税額

原動機付自転車

５０㏄以下          １，０００円 ２，０００円

５０㏄超９０㏄以下  １，２００円 ２，０００円

９０㏄超１２５㏄以下 １，６００円 ２，４００円
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問　

町
内
の
河
川
水
質
検
査

の
デ
ー
タ
を
見
て
、
水
質
改

善
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

町
長　

毎
年
７
月
下
旬
に
水

質
検
査
を
実
施
し
て
い
る
が
、

測
定
時
に
お
け
る
気
象
状
況

や
、
生
活
雑
排
水
の
流
入
に

よ
る
影
響
が
あ
る
と
思
う
。

問　

毎
年
６
月
上
旬
に
、
全

国
一
斉
河
川
水
質
検
査
が
行

わ
れ
、
日
高
町
で
は
３
年
前

か
ら
「
ほ
た
る
の
会
」
が
こ

の
活
動
に
参
加
し
て
い
る
が
、

西
川
の
水
質
が
下
流
に
行
く

ほ
ど
悪
く
な
っ
て
い
る
が
。

町
長　

検
査
数
値
は
、
降
雨

量
の
状
況
に
よ
る
河
川
の
流

水
量
の
増
減
に
よ
り
、
計
測

数
値
に
影
響
が
出
る
場
合
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

問　

昨
年
度
、
西
川
・
清
水

井
橋
付
近
で
の
水
質
汚
濁
数

値
が
高
く
、
こ
こ
で
の
平
成

22
年
度
の
大
腸
菌
群
数
は
２

億
３
千
万
Ｍ
Ｐ
Ｎ
／
百
ml  

と
い
う
驚
異
的
な
数
字
で
、

同
じ
西
川
・
原
谷
地
点
で
は

７
万
９
千
Ｍ
Ｐ
Ｎ
／
百
ml  

で
あ
り
、
桁
数
が
違
う
。

同
じ
西
川
で
あ
り
、
ど
う

い
っ
た
原
因
が
考
え
ら
れ
る

の
か
。

町
長　

例
年
、
日
高
町
の
７

月
の
降
雨
量
は
、
３
百
ミ
リ

前
後
を
計
測
し
て
い
る
が
、

昨
年
７
月
は
、
日
照
り
が
続

き
44
ミ
リ
し
か
な
か
っ
た
。

平
成
22
年
７
月
も
、
降
雨

量
の
減
少
に
よ
り
、
河
川
の

流
水
量
が
減
少
し
た
こ
と
に

加
え
、
頭
首
工
に
よ
る
滞
留

の
影
響
が
重
な
り
、
計
測
数

値
が
大
き
く
な
っ
た
も
の
と

推
測
さ
れ
る
。

問　

清
水
井
橋
の
少
し
上
流

の
頭
首
工
の
高
さ
は
、
も
う

少
し
川
の
流
れ
が
下
流
に
行

く
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

町
長　

こ
の
西
川
頭
首
工
は
、

昭
和
61
年
に
県
が
設
置
し
、

日
高
町
土
地
改
良
区
が
管
理

し
、
こ
の
頭
首
工
か
ら
取
水

さ
れ
た
水
は
、
年
間
を
通
じ

て
農
業
用
水
と
し
て
供
給
し

て
い
る
。

こ
の
頭
首
工
の
堰
高
は
、

水
路
断
面
、
流
量
、
取
水
口

の
位
置
等
を
考
慮
し
て
設
計

さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を

低
く
す
る
こ
と
は
構
造
上
非

常
に
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。

問　

西
川
頭
首
工
で
水
流
が

せ
き
止
め
ら
れ
た
辺
り
か
ら

下
流
の
川
沿
い
で
は
、
水
流

の
な
い
暑
い
日
が
続
く
と
臭

い
が
あ
る
。

住
民
の
住
環
境
保
護
の
た

め
対
策
を
求
め
る
。

町
長　

総
体
的
に
下
水
道
事

業
を
推
進
し
て
き
た
こ
と
で
、

河
川
の
水
質
改
善
に
は
一
定

の
成
果
が
あ
っ
た
も
の
と
考

え
る
。

今
後
も
、
下
水
道
事
業
の

普
及
促
進
に
努
め
る
。

問　

産
湯
海
水
浴
場
へ
流
れ

込
む
南
出
川
の
水
質
は
良
い

が
、
産
湯
川
の
水
質
が
良
く

な
い
。

こ
う
し
た
身
近
な
河
川
に

皆
が
関
心
を
持
っ
て
関
わ
れ

る
よ
う
に
、
役
場
内
に
「
ほ

た
る
課
担
当
者
」
が
い
て
も

い
い
の
で
は
な
い
か
。

町
長　

夢
広
が
る
名
称
で
あ

る
と
思
う
が
、
そ
う
い
う
担

当
者
を
設
け
る
考
え
は
な
い
。

他
の
一
般
質
問

「
紀
の
国
森
づ
く
り
基
金

活
用
事
業
」

「
ゴ
ミ
減
量
化
の
取
組
み

を
」

榮　

茂
美　

議
員
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清水　正巳　議員

問　

こ
の
度
の
町
長
選
に
お

け
る
公
約
の
中
に
フ
ィ
ー
ル

ド
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
建
設

な
る
新
し
い
言
葉
が
出
て
い

る
が
、
考
え
方
構
想
を
聞
か

し
て
頂
き
た
い
。

町
長　

子
供
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
、
一
日
楽
し
く
過
ご
せ

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
の
整

備
で
あ
り
、
子
供
た
ち
が
遊

専
任
担
当
者
を
任
命
し
、

十
分
慎
重
に
進
め
て
も
ら
い

た
い
。

町
長　

私
と
し
て
は
政
治
生

命
を
か
け
て
実
行
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
の
で
、
構
想
を

実
現
に
向
け
て
進
め
て
行
く
。
問　

大
災
害
発
生
後
の
ヘ
リ

等
に
よ
る
空
か
ら
の
救
援
・

救
助
活
動
を
迅
速
か
つ
的
確

に
行
っ
て
い
く
た
め
に
孤
立

す
る
お
そ
れ
の
あ
る
地
域
等

に
、
建
物
の
屋
上
、
平
地
の

広
い
場
所
に
地
名
標
示
を
入

れ
て
は
ど
う
か
。

町
長　

上
空
か
ら
の
調
査
は
、

迅
速
か
つ
広
範
囲
に
わ
た
っ

て
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
、
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

等
に
よ
る
被
害
調
査
や
救
出

・
救
援
・
物
資
搬
送
等
の
役

割
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
用
対
空
標
示
を
整
備

す
る
計
画
は
な
い
が
、
議
員

ご
指
摘
の
と
お
り
、
大
規
模

災
害
の
発
生
時
等
に
は
、
こ

の
対
空
標
示
と
い
う
も
の
が

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等
の
活

動
に
効
果
的
で
あ
る
の
で
、

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
運
用

し
て
い
る
和
歌
山
県
と
も
今

後
の
整
備
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
協
議
し
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

町
内
海
岸
線
沿
い
の
消

防
車
庫
は
津
波
発
生
時
に
は

全
く
役
に
立
た
な
い
。

今
後
の
計
画
は
。

町
長　

海
岸
線
沿
い
５
地
区

の
消
防
車
庫
は
海
抜
３
ｍ
〜

11
ｍ
程
度
の
所
に
あ
り
、
ほ

と
ん
ど
が
浸
水
地
域
に
位
置

し
て
い
る
が
、
早
く
集
結
し

て
消
火
活
動
を
迅
速
に
行
え

る
場
所
で
も
あ
る
。

現
時
点
で
は
車
庫
の
位
置

等
を
変
更
す
る
考
え
は
な
い

が
、
移
転
時
に
は
地
元
の
皆

さ
ん
と
協
議
し
て
ま
い
り
た

い
。

べ
る
わ
ん
ぱ
く
広
場
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー

ス
、
お
年
寄
り
が
散
策

で
き
る
コ
ー
ス
を
設

け
、
皆
様
が
憩
い
な
が

ら
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
災
害

時
の
避
難
場
所
に
も
活

用
で
き
る
総
合
的
な
広

場
の
建
設
を
考
え
て
い

る
。

問　

こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
大
賛
成
だ
が
、
場

所
・
建
屋
の
こ
と
も
考

え
て
い
る
の
か
。

町
長　

適
地
の
選
択
も

含
め
何
点
か
出
し
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問　

か
な
り
大
事
業
に

な
り
管
理
費
の
問
題
等

々
難
し
い
問
題
も
出
て

く
る
と
考
え
る
。

問　

昨
年
か
ら
準
備
に
か
か

っ
て
い
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
だ
が
設
立
日
は
い
つ

に
な
る
の
か
。

町
長　

各
地
区
で
説
明
会
の

実
施
を
し
た
と
こ
ろ
、
現
在

55
名
の
入
会
申
し
込
み
が
あ

り
、
７
月
中
の
設
立
総
会
開

催
に
向
け
て
準
備
し
て
い
る
。
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西岡　佳奈子　議員

問　

先
の
選
挙
に
お
い
て
町

長
は
、
公
約
と
し
て
「
子
育

て
支
援
の
充
実
」
を
掲
げ
ら

れ
、
「
保
育
所
・
学
童
保
育

・
ク
エ
っ
こ
ラ
ン
ド
」
を
示

さ
れ
た
。

保
育
所
に
つ
い
て
の
具
体

的
な
内
容
は
。

町
長　

妊
婦
検
診
、
こ
ん
に

ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
保
育
所
、

学
童
保
育
な
ど
が
一
つ
と
な

っ
て
、
保
護
者
と
子
ど
も
さ

ん
を
ト
ー
タ
ル
で
支
援
す
る

の
が
「
子
育
て
支
援
の
充

実
」
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
の
一
環
し

た
子
育
て
支
援
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

問　

現
時
点
で
考
え
ら
れ
て

が
本
来
の
あ
り
方
で
あ
り
、

そ
の
中
で
充
実
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

町
長　

子
ど
も
・
子
育
て
会

議
で
の
議
論
・
意
見
も
参
考

に
、
住
民
の
意
見
も
聞
き
な

が
ら
、
関
係
者
と
も
話
合
い

を
し
、
進
め
て
い
き
た
い
。

住
民
福
祉
課
長　

現
在
、
正

規
職
員
の
保
育
士
が
12
名
、

調
理
師
が
２
名
。

臨
時
の
保
育
士
が
20
名
、

調
理
師
が
７
名
で
あ
る
。

60
歳
定
年
と
し
て
、
５
年

後
の
正
規
職
員
は
保
育
士
７

名
、
調
理
師
１
名
、
10
年
後

は
保
育
士
２
名
、
調
理
師
１

名
と
な
る
。

問　

正
規
職
員
の
採
用
を
。

町
長　

十
分
検
討
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問　

臨
時
職
員
の
給
料
は
。

住
民
福
祉
課
長　

月
額
16
万

３
４
０
０
円
で
あ
る
。

問　

保
育
の
仕
事
の
中
身
に

正
規
も
臨
時
も
な
い
。

近
隣
市
町
で
ボ
ー
ナ
ス
や

経
験
加
算
、
担
任
手
当
な
ど

支
給
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。本

来
正
規
職
員
と
し
て
採

用
す
べ
き
だ
が
、
待
遇
改
善

に
つ
い
て
、
十
分
な
検
討
を
。

町
長　

十
分
検
討
し
て
い
き

た
い
。

ー 

そ
の
他
の
一
般
質
問 

ー

・
全
国
学
力
テ
ス
ト

・
教
育
委
員
会
法
改
悪

保育の充実を（内原保育所）

採
用
や
臨
時
職
員
の
待
遇
改

善
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、

そ
れ
ら
も
含
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
の
検
討
も
必
要

に
な
る
。

問　

現
状
の
保
育
所
職
員
の

内
訳
と
５
年
後
、
10
年
後
の

見
込
み
は
。

い
る
こ
と
は
。

町
長　

現
在
土
曜
日

は
半
日
保
育
だ
が
、

保
育
士
の
体
制
が
整

え
ば
１
日
保
育
に
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

保
育
所
の
民
間

委
託
・
民
営
化
に
つ

い
て
の
考
え
方
は
。

町
長　

近
年
、
保
育

士
を
必
要
数
確
保
す

る
の
が
困
難
に
な
っ

て
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況

も
踏
ま
え
、
今
後
住

民
皆
様
の
意
見
も
聞

き
、
関
係
者
と
十
分

検
討
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
で
の
意

見
も
考
慮
し
判
断
し

た
い
。

問　

保
育
に
責
任
を

負
う
自
治
体
と
し
て
、

保
育
所
の
直
接
運
営

問　

よ
り
よ
い

保
育
の
実
現
の

た
め
に
、
計
画

的
な
正
規
職
員

の
採
用
、
臨
時

職
員
の
待
遇
改

善
が
不
可
欠
だ

と
考
え
る
が
、

ど
う
か
。

町
長　

町
の
保

育
料
は
国
基
準

額
の
約
54
％
で

あ
り
負
担
軽
減

を
図
っ
て
い
る
。

正
規
職
員
の
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委
員
会
は
５
月
30
日
に
開

催
し
阿
尾
の
工
事
現
場
を
視

察
し
た
。

視
察
前
に
担
当
課
長
か
ら

阿
尾
地
区
の
急
傾
斜
地
崩
壊

対
策
事
業
及
び
避
難
広
場
整

備
事
業
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
。

こ
の
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策

事
業
に
つ
い
て
は
県
営
事
業

で
、
工
期
は
平
成
23
年
度
か

ら
27
年
度
ま
で
の
５
力
年
計

画
で
実
施
し
て
い
る
も
の
で

あ
り
、
事
業
費
は
１
億
９
５

１
６
万
５
千
円
で
、
う
ち
町

の
負
担
金
が
４
８
７
万
８
千

円
で
全
体
の
２
・
５
％
で
あ

る
。そ

し
て
急
傾
斜
事
業
と
避

難
広
場
事
業
は
現
場
が
同
一

で
あ
る
た
め
一
帯
整
備
す
る

こ
と
に
よ
り
円
滑
な
事
業
の

遂
行
を
図
る
よ
う
、
町
の
避

難
広
場
事
業
の
７
９
６
５
万

円
を
工
事
委
託
金
と
し
て
県

と
協
定
を
交
わ
し
工
事
を
進

め
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
後
、
工
事
現
場
を
視

察
し
た
。

工
事
用
道
路
を
上
っ
て
い

く
と
法
面
の
法
枠
工
事
や
避

難
広
場
等
の
作
業
を
行
っ
て

お
り
、
広
場
の
幅
員
は
約

10
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
が
１
０

０
メ
ー
ト
ル
程
度
で
面
積
は

１
０
０
０
㎡
を
予
定
し
て
い

る
。避

難
広
場
は
海
抜
20
メ
ー

ト
ル
の
所
に
位
置
し
、
広
場

か
ら
真
下
の
海
面
を
見
下
ろ

す
と
そ
の
高
低
差
が
実
感
さ

れ
た
。

委
員
か
ら
は
避
難
の
際
に

ど
の
ル
ー
ト
で
こ
の
広
場
に

登
っ
て
来
る
の
か
に
つ
い
て

の
質
問
が
あ
っ
た
。

担
当
課
長
か
ら
は
今
後
阿

尾
区
と
相
談
し
な
が
ら
避
難

路
の
場
所
、
工
法
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

この広報紙は再生紙を使用しています。

阿尾地区に
避難広場整備
－海抜２０m－

５月１１日の日高町町長
選挙にて、松本秀司町長が
誕生しました。心よりお慶
び申し上げるとともに、こ
れからの日高町をよりよく
して頂きたいと思います。

また町議会補欠選挙によ
り広報メンバーも入れ替わ
り心機一転メンバー全員、
力を合わせて編集していき
たいと思いますので、皆さ
ん、どしどしご意見よろし
くお願いいたします。

井垣　弥

日
高
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
当
選
者

5
月
11
日
投
開
票
の
町
議
補
欠
選
挙
で
、
芝
充
彦

氏
、
田
坂
義
則
氏
が
当
選
し
ま
し
た
。

芝
充
彦
氏
は
産
業
教
育
常
任
委
員
会
と
議
会
広
報

特
別
委
員
会
に
、
田
坂
義
則
氏
は
総
務
福
祉
常
任
委

員
会
に
所
属
し
ま
す
。

芝　充彦氏田坂　義則　氏


